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一
龍
一
喝
特
時
一
…
斯
道
文
庫
昭
和
四
十
年
度
実
報

人

事

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
附
を
以
て
、
文
庫
書

記
(
図
書
係
)
に
草
森
紳
一
君
、
同
六
月
一
日

附
を
以
て
図
書
係
臨
時
雇
に
左
近
士
秀
子
君
が

そ
れ
ぞ
れ
新
任
。

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
附
を
以
て
、
本
文

庫
助
手
平
沢
五
郎
君
は
、
専
任
講
師
に
昇
進
し

た。

文
庫
委
員
会

六
月
三
十
日
午
後
三
時
よ
り
、
本
文
庫
長
室

に
於
て
聞
き
、
文
庫
長
よ
り
、
昭
和
三
十
九
年

度
文
庫
事
業
概
要
、
三
十
九
年
度
収
支
決
算
、

三
十
九
年
度
文
庫
賛
助
員
会
決
算
、
四
十
年
度

予
算
、
文
庫
近
況
を
報
告
し
、
つ
い
で
、
四
十

年
度
調
査
研
究
計
画
を
審
議
決
定
す
。

一
月
二
十
六
日
正
午
よ
り
、
図
書
館
記
念
室

に
於
て
聞
き
、
文
庫
員
人
事
の
件
を
審
議
決
定

す。

研
究
調
査

前
年
度
に
引
き
続
き
左
の
研
究
題
目
を
中
心

と
し
て
、
調
査
研
究
と
副
本
作
成
を
進
め
た
。

川
我
が
国
古
典
に
関
す
る
室
町
以
前
成
立
の

注
釈
書
並
に
室
町
物
語
類

(
担
当
者
松
本
隆
信
・
平
沢
五
郎
〉

凶
室
町
以
前
の
日
本
漢
学
資
料

ω邦
人
撰
述
漢
詩
文
集
類

倒
邦
人
撰
述
漢
籍
注
釈
書
類

。
日
本
現
存
漢
籍
古
写
本
の
綜
合
的
研
究

(
担
当
者
阿
部
隆
一
・
太
田
次
男
・

尾
崎
康
)

特
に
四
十
年
度
に
於
け
る
各
文
庫
員
の
研
究

調
査
題
目
は
左
の
如
し
。

阿
部
隆

一
、
古
文
孝
経
古
写
本
の
研
究

一
、
室
町
以
前
本
邦
伝
存
漢
籍
資
料
類
の
調

査
及
複
写

太
田
次
男

一
、
室
町
以
前
に
於
け
る
白
氏
文
集
受
容
に

つ
い
て
の
研
究

一
、
室
町
以
前
邦
人
撰
述
漢
詩
文
集
類
の
調

査

松
本
隆
信

一
、
室
町
時
代
物
語
の
研
究

一
、
平
家
物
語
百
二
十
句
本
の
諸
本
に
関
す

る
基
礎
的
研
究

平
沢
五
郎

一
、
金
葉
和
歌
集
諸
本
の
研
究

一
、
唐
鏡
校
異
篇
の
編
纂

一
、
橘
守
部
自
筆
稿
本
の
研
究

尾

崎

康

一
、
六
朝
惰
唐
時
代
通
史
年
代
記
帝
系
譜
類

の
研
究

一
、
北
斉
文
林
館
の
研
究

一
、
本
邦
現
存
漢
籍
古
写
本
の
調
査
及
複
写

三
八
一



阿
部
隆
一
・
尾
崎
康

一
、
「
文
館
調
林
」
の
輯
侠
本
の
編
纂
と
解
題

一
、
漢
籍
引
周
の
多
い
鎌
倉
以
前
に
成
立
せ

る
図
書
一
に
於
け
る
引
書
索
引
並
に
証
注

土
記
の
課
題
に
関
聯
む
て
、
阿
部
隆
一
は
、

「
古
訓
京
の
文
体
的
展
開
の
研
究
」
の
課
題
で
、

文
部
省
の
昭
和
四
十
年
度
文
部
省
科
学
研
費
費

助
成
補
助
金
(
各
個
研
究
〉
を
受
け
‘
尾
時
康

は
、
「
文
館
調
林
の
基
礎
的
研
究
」
に
よ
っ
て
、

昭
和
四
十
年
度
本
塾
学
事
振
興
資
金
に
よ
る
研

究
補
助
を
受
け
た
。

文
庫
員
が
右
の
研
究
題
閣
に
関
聯
し
て
、
本

年
度
広
於
て
公
表
せ
る
研
究
成
果
a

左
の
知
し
。

阿
部
隆
一
「
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
」

「
土
宮
太
子
拾
遺
記
」
引
書
(
漢
籍
)
索

引
並
証
注

(tcz-RW
∞立

gnozz
。・

日
明
・
〉

平
沢
五
郎
唐
鏡

l
本
文
篇

l
(吉
田
幸
一

氏
と
共
校
「
古
典
文
庫
」
第
一
二
七
冊
)

調
査
出
張

上
記
の
研
究
課
題
に
関
す
る
諸
本
の
調
査
及

び
図
書
撮
影
の
た
め
‘
都
内
及
び
近
傍
の
諸
所

に
出
張
し
た
が
、
主
な
地
方
出
張
を
あ
げ
れ
ば

七
月
五
日

l
十
三
日
岡
山
県
備
前
町
正
宗

文
庫
ゆ
岡
山
大
学
・
京
都
大
学
図
書
館
・

天
理
図
書
館
に
於
け
る
「
金
葉
和
歌
集
」

の
調
査
及
撮
影
出
張
者
松
本
隆
信
・

平
沢
五
郎

七
刃
七
司

l
十
七
日
岡
山
県
正
宗
文
庫
・

岡
山
大
学
・
大
阪
市
上
野
精
一
氏
・
京
都

大
学
・
陽
明
文
庫
・
叡
山
文
庫
に
於
け
る

漢
籍
古
写
本
類
の
調
査
及
撮
影
出
張

者
阿
部
隆
一
・
尾
崎
康

八
月
十
六
日

1
廿
六
旬
叡
山
文
庫
の
天
海

蔵
を
、
中
心
と
す
る
同
文
庫
蔵
書
全
般
の
調

査
出
張
者
阿
部
隆
一

九
月
六
日

l
十
自
仙
台
市
斎
藤
報
恩
会
博

物
館
・
宮
城
県
立
図
書
館
・
東
北
大
学
附

属
図
書
館
蔵
の
御
国
浄
瑠
璃
写
本
類
と
併

せ
て
古
今
集
注
釈
書
・
室
町
物
語
の
調
査

及

撮

影

出

張

者

松

本

隆

信

九
月
廿
五
日
|
廿
七
日
栃
木
県
足
利
市
足

利
学
校
遺
蹟
図
書
館
所
蔵
足
利
学
校
旧
蔵

本
の
調
査
並
に
撮
影
出
張
者
阿
部

隆
一
・
井
上
善
一

十
月
十
入
日

i
廿
三
日

京
都
東
山
御
文
庫

三
入
二

蔵
平
安
紗
本
古
文
尚
書
4

鎌
倉
紗
本
毛
詩

叡
山
文
庫
蔵
漢
籍
の
調
査
及
撮
影
出

張
者
阿
部
隆
一
・
尾
崎
康

十
一
月
九
日
|
十
日
愛
知
県
豊
川
市
竹
本

家
穂
久
溜
文
庫
蔵
漢
籍
古
写
本
類
の
調
査

及
撮
影
出
張
者
阿
部
隆
一
・
平
沢

五
郎
・
尾
崎
康

十
二
月
六
・
七
日
愛
知
県
西
尾
市
立
図
書

館
岩
瀬
文
庫
蔵
室
町
物
語
・
仮
名
草
子
類

の
調
査
及
撮
影
出
張
者
松
本
隆
信

十
二
月
十
三
日
!
十
八
日
京
都
大
学
附
属

図
書
館
・
天
理
図
書
館
蔵
自
民
文
集
の
訓

点
の
調
査
出
張
者
太
田
次
男

三
月
廿
九
日
・
品
川
日
足
利
学
校
遺
蹟
図
書

館
蔵
本
の
複
写
撮
影
出
張
者
井
土

善
一
・
山
里
石
峰

図

書

四
十
一
年
三
月
一
日
現
在
、
そ
の
整
理
を
定

了
し
、
登
録
せ
る
今
年
度
増
加
図
書
は
、
定
期

刊
行
物
を
除
き
、
一
三
六
部
一
一
一
一
二
五
冊
、
う

ち
寄
贈
書
は
二
二
部
二
三
冊
、
斯
道
文
庫
賛
助

員
会
に
よ
る
購
入
本
は
十
一
部
一
八
六
四
冊
。

累
計
図
書
冊
数
は
八
O
五
二
七
冊
。
本
年
度
の



定
期
刊
行
物
の
増
加
数
は
九
種
で
あ
る
。
今
年

度
の
主
な
寄
贈
者
の
芳
名
を
左
に
録
し
て
、
感

謝
の
意
を
表
す
る
。

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
殿
東
京
大
学

殿
天
理
図
書
館
殿
東
京
都
立
日
比
谷
図

書
館
殿
大
阪
府
立
図
書
館
殿
吉
田
幸
一

殿昭
和
四
十
年
度
文
部
省
の
私
立
大
学
研
究
設

備
助
成
金
に
よ
り
、
口
村
本
漢
学
資
料
と
し
て
の

次
の
古
写
本
・
宣
刊
本
類
十
二
部
一
六
一
冊

(
二
九
八
万
九
千
円
、
内
補
助
額
一
九
九
万
円
)

を
購
入
し
た
。

春
秋
経
伝
集
解
三

O
巻

晋

杜

預

撰

〔

南

北
朝
〕
刊
十
冊
(
足
利
学
校
厚
主
三
要

元
倍
の
書
入
周
密
)

春
秋
経
伝
集
解
三

O
巻
(
巻
廿
九
・
品
川
欠
)

晋
杜
預
集
解
〔
室
町
〕
写
清
家
点

入

七

冊

論
語
十
巻
貌
何
長
集
解
〔
室
町
〕
写

五
冊

同

巻

一

・

二

〔

室

町

〕

写

一

冊

同
十
巻
慶
長
十
四
年
洛
納
宗
与
刊

古

活

字

版

二

冊

同
十
巻
慶
長
十
四
年

古

活

字

版

二

冊

同

十

巻

〔

慶

長

〕

刊

ニ

冊

孟
子
抄
巻
五
清
原
宣
賢
講
古
活
字
版

一
冊

史
記
一
百
品
川
巻
慶
長
古
活
字
第
三
種
本

林
読
耕
斎
等
旧
蔵
古
訓
点
書
入

五
十
冊

〔
菅
原
為
長
〕

十
冊

宋
朱
烹
撰

洛
納
宗
三
刊

〔
仮
名
〕
貞
観
政
要
十
巻

撰
〔
近
世
初
〕
写

朱
子
語
類
大
全
一
百
四
十
巻

朝

鮮

古

刊

六

九

冊

老
子
道
徳
経
二
巻
旧
題
漢
河
上
公
章
句

天
文
十
五
年
写
二
冊

斯
道
文
庫
賛
助
員
会
寄
附
金
に
よ
る
主
な
購

入
本
は
、

古
今
和
歌
集
抄
天
正
十
四
年
写
一
冊

故
犬
養
木
堂
翁
の
玄
祖
父
一
割
斎
先
生
(
若
林
強

斎
の
門
人
)
手
写
に
か
か
る
崎
門
学
派
強
斎
の

未
刊
講
義
録
本
。
此
は
翁
が
吾
家
の
家
宝
と
し

て
永
久
に
保
存
す
べ
し
と
各
部
毎
に
識
語
を
記

し
て
修
補
を
加
え
、
自
筆
の
題
疫
を
附
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
細
目
は

易

学

啓

蒙

師

説

写

三

冊

朱

易

桁

義

師

説

写

一

冊

大

極

図

説

師

説

講

義

一

冊

感

興

詩

師

説

写

一

冊

大

学

師

説

写

四

冊

中

庸

講

義

写

十

一

冊

論

語

師

説

講

義

写

廿

四

冊

孟

子

講

義

写

十

二

冊

近

思

録

講

義

写

八

冊

玉

録

師

説

写

四

冊

嚢
中
郎
文
抄
栗
本
鋤
雲
手
写
一
冊

憐
堂
文
紗
栗
本
鋤
雲
手
写
一
冊

そ
の
外
、
影
印
百
部
叢
書
・
無
求
備
斎
老
子
集

成
初
篇
等
で
あ
る
。

文
献
複
写

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
副
本
作
製
は
、

公
私
の
文
庫
所
蔵
本
に
つ
い
て
行
い
、
そ
の
全

巻
を
撮
影
せ
る
現
蔵
量
は
三
月
品
川
一
日
現
在
整

理
登
録
を
完
了
せ
る
も
の
を
、
被
撮
影
本
に
よ

っ
て
数
え
れ
ば
、
本
年
度
増
加
数
は
二
五
三
部

四
二
九
冊
、
累
計
二
三

O
七
部
七
二
五
一
冊
。

百
四
九
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
三
五
九
巻
・
同
ポ
ジ
フ
ィ

ル
ム
三
四

O
巻
(
以
上
百
択
未
満
を
除
く
)
に

写

三
八
三



" 

達
し
た
。

こ
の
撮
影
は
本
文
庫
の
研
究
事
業
計
画
に
賛

意
を
表
さ
れ
、
貴
重
な
る
御
所
蔵
本
の
複
写
を

許
可
さ
れ
た
所
蔵
者
各
位
の
厚
意
に
よ
る
も
の

で
、
そ
の
主
な
芳
名
を
録
し
て
、
感
謝
の
意
を

表
す
る
。

東
山
御
文
庫
殿
長
沢
規
矩
也
殿
、
山
岸
徳

平
殿
正
宗
文
庫
殿
上
野
精
一
殿
叡
山

文
庫
殿
斎
藤
報
思
会
殿
宮
城
県
立
図
書

館
殿
東
北
大
学
附
属
図
書
館
殿
足
利
学

校
遺
蹟
図
書
館
殿
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
殿
竹
本
家
穂
久
遡
文
庫
殿
西
尾
市

立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
殿

財
団
法
人
永
膏
文
庫
と
の

図
書
寄
託
契
約

旧
熊
本
藩
主
細
川
家
襲
蔵
の
美
術
品
・
図
書

を
所
蔵
す
る
財
図
法
人
永
青
文
庫
(
理
事
長
細

川
護
貞
氏
)
と
本
塾
と
の
間
に
五
月
十
日
附
を

以
て
、
同
財
団
蔵
書
の
利
用
寄
託
に
関
す
る
契

約
が
取
り
交
わ
さ
れ
、
永
青
文
庫
蔵
書
の
一
部

が
本
文
庫
に
寄
託
さ
れ
、
公
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
今
回
の
寄
託
図
書
は
、
漢
学
者
故
古

城
貞
吉
氏
(
熊
本
出
身
、
東
洋
大
学
教
授
、
大

正
十
五
年
か
ら
昭
和
十
七
年
ま
で
本
塾
文
学
部

講
師
を
兼
任
)
旧
蔵
の
漢
籍
約
二
万
八
千
冊

で
、
「
坦
堂
文
庫
」
と
称
さ
れ
る
。
氏
は
生
前

か
ら
愛
書
家
を
以
て
有
名
で
1

明
治
後
の
中
国

文
学
史
研
究
の
開
拓
者
の
一
.
人
で
あ
る
だ
け

に
、
集
の
部
は
民
国
以
降
の
出
版
物
ま
で
網
羅

し
最
も
充
実
し
て
い
る
が
、
集
の
み
な
ら
ず
、

経
・
史
・
子
の
四
部
に
広
く
亘
り
、
元
刊
本
文

選
を
始
め
と
す
る
貴
重
書
の
数
々
と

1

学
術
的

に
精
選
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
多
く
、
学
術
研
究

上
高
く
評
価
さ
れ
、
今
後
中
国
古
典
の
研
究
上

広
く
学
界
に
寄
与
す
る
所
多
い
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。本

蔵
書
は
、
五
月
十
二
、
十
三
両
日
を
以
て

細
川
邸
よ
り
、
本
文
庫
書
庫
に
移
さ
れ
ベ
直
に

整
理
を
開
始
し
た
。
整
理
ず
み
の
分
よ
り
、
逐

次
閲
覧
の
使
を
計
っ
て
い
る
。

刊
行
事
業

斯
道
文
庫
論
集
第
五
輯
を
阿
部
隆
一
著

「
古
文
孝
経
古
写
本
の
研
究
(
資
料
篇
)
」

の
み
を
掲
載
し
て
発
行
す
る
こ
と
に
し
た

が
、
頁
数
が
千
頁
を
超
過
し
、
印
刷
そ
の

他
の
都
合
に
よ
り
今
年
度
中
に
刊
行
す
る

三
八
四

こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
、
そ
の
発

行
は
遅
延
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

斯
道
文
庫
賛
助
員
会

本
年
度
は
都
合
に
よ
り
、
賛
助
員
会
運
営
委

員
会
を
開
催
せ
ず
、
便
宜
文
書
を
以
て
、
文
庫

の
年
次
報
告
、
予
算
収
支
決
算
の
審
議
報
告
を

な
し
た
。
今
年
度
の
新
会
員
申
込
の
芳
名
は
左

の
通
り
で
、
申
込
口
数
は
三
月
末
日
現
在
、
二

品
川
六
日
に
達
し
た
。

明
治
生
命
保
険
相
互
会
社
社
長
高
木
金
次
殿

千
代
田
生
命
保
険
相
互
会
社
社
長
門
野
雄
吉

殿
加
藤
寿
夫
殿

附

記

「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
五
輯
(
四
十
年
三
月
刊

予
定
)
を
「
古
文
孝
経
古
写
本
の
研
究
」
の
専

刊
と
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
四
十
一
年
中
に

そ
の
印
刷
が
終
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
四
十
一
年

は
本
論
集
の
発
行
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
四
十
二
年
春
未
だ
校
了
し
な
い
の
で
、
予
定

を
変
更
し
、
第
六
輯
の
原
稿
を
以
て
第
五
輯
と

な
し
、
元
来
の
第
五
輯
を
以
て
第
六
輯
に
変
え
、

此
を
昭
和
四
十
二
年
内
に
発
行
し
、
な
る
べ
く

早
く
定
期
発
行
に
復
す
る
よ
う
期
し
て
い
る
。


